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国
が
作
っ
た
「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の

十
二
か
条
」
の
中
に
は
、
「
適
度
に

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
」
と
い
う
項
目
が

あ
り
ま
す
。
「
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
は
、

動
物
実
験
な
ど
で
も
が
ん
の
発
生
率

を
高
く
す
る
よ
う
で
す
。
気
分
転
換

の
た
め
、
健
康
の
た
め
、
積
極
的
に

適
度
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」
と
し
て
、
が
ん
予
防
に
運
動
が

い
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。�

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
す
ぐ
始
め

ら
れ
る
運
動
が
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

で
す
。�

毎
日
歩
こ
う
　
背
筋
を
伸
ば
し
て

毎
日
歩
こ
う
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伸
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し
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毎
日
歩
こ
う
　
背
筋
を
伸
ば
し
て�

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
よ
う�

パ
ー�

セ
ン
ト�

ウ

ォ
ーキ
ングを始めよ

う

特集�特集�

三熊山登山会の皆さん。早朝登山のあと午前6時30分からラジオ体操をしています。�

市保健センターでは、健康に関心のある人を対象に9、10月に運動指導教室を実施しまし

た。写真は10月の運動指導教室に参加し、ウォーキングを楽しむ受講生の皆さん。�



　
運
動
は
大
き
く
分
け
る
と
�

「
有
酸
素
運
動
」
と
「
無
酸
素

運
動
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
�

　
有
酸
素
運
動
は
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
水
泳
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

な
ど
運
動
中
に
呼
吸
し
酸
素
を

取
り
込
み
な
が
ら
行
う
運
動
で
、

筋
肉
に
送
ら
れ
た
酸
素
に
よ
っ

て
糖
や
脂
肪
が
分
解
さ
れ
ま
す
。
�

　
無
酸
素
運
動
は
、
一
〇
〇
㍍

走
や
重
量
挙
げ
な
ど
酸
素
を
必

要
と
し
な
い
運
動
で
、
糖
を
分

解
し
て
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
み
出
し
ま
す
が
、
乳
酸
と
い

う
疲
労
物
質
が
出
て
、
短
時
間

し
か
運
動
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
�

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
、
ま
た
誰
で
も
簡

単
に
で
き
る
有
酸
素
運
動
の
代

表
で
す
。
肥
満
や
動
脈
硬
化
の

防
止
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
効

果
が
あ
り
ま
す
。
�

▽
心
臓
病
　
心
臓
の
筋
肉
が
強

　
化
さ
れ
、
血
液
を
全
身
に
送

　
る
能
力
が
増
え
る
た
め
、
安

　
静
な
時
も
運
動
し
た
時
も
心

　
拍
数
が
下
が
り
、
心
臓
へ
の

　
負
担
が
減
り
ま
す
。
�

▽
糖
尿
病
　
血
糖
値
を
下
げ
ま

　
す
。
�

▽
骨
粗
し
ょ
う
症
　
骨
に
刺
激

　
が
加
わ
り
、
骨
が
強
化
さ
れ

　
ま
す
。
�

▽
老
化
予
防
　
足
の
筋
肉
か
ら

　
脳
細
胞
へ
と
刺
激
が
伝
わ
る

　
こ
と
で
、
老
化
の
ス
ピ
ー
ド

　
が
遅
く
な
り
ま
す
。
�

▽
高
脂
血
症
　
酸
素
を
全
身
に

　
運
ぼ
う
す
と
る
た
め
、
血
液

　
の
流
れ
る
量
が
増
え
、
そ
の

　
た
め
血
管
に
つ
い
た
中
性
脂

　
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
洗

　
い
流
し
ま
す
。
�

▽
ス
ト
レ
ス
解
消
　
心
身
が
爽

　
快
に
な
り
、
よ
く
眠
れ
る
よ

　
う
に
な
る
な
ど
、
ス
ト
レ
ス

　
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。
�

　
か
か
と
か
ら
着
地
し
、
足
の

裏
を
転
が
す
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
し
て
か
か
と
か
ら
地
面
を
離

れ
、
最
後
に
つ
ま
先
で
蹴
り
だ

し
ま
す
。
�

　
背
筋
が
曲
が
っ
た
悪
い
姿
勢

で
長
時
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る

と
、
背
中
や
腰
に
負
担
が
か
か

り
、
か
え
っ
て
腰
痛
を
起
こ
す

危
険
が
あ
り
ま
す
。
背
筋
を
伸

ば
し
、
よ
い
姿
勢
で
歩
き
ま
し

ょ
う
。
�

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
場

合
、
一
回
の
歩
行
時
間
は
二
十

分
が
目
安
と
な
り
ま
す
。
少
し

早
足
で
二
十
分
以
上
歩
く
よ
う

に
す
れ
ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

効
果
が
表
れ
ま
す
。
で
も
無
理

は
し
な
い
で
、
体
調
の
悪
い
と

き
は
、
中
止
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
後

に
は
、
ア
キ
レ
ス
腱
や
ふ
く
ら

は
ぎ
な
ど
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
な

ど
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
も
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
�

　
暑
い
日
に
は
通
気
性
の
よ
い
�

服
装
、
寒
い
日
に
は
防
寒
に
優

れ
た
服
装
な
ど
、
季
節
に
合
っ

た
服
装
で
歩
き
ま
し
ょ
う
。
起

床
後
や
歩
い
た
後
は
、
十
分
に

水
分
補
給
を
し
て
く
だ
さ
い
。
�

特
に
夜
は
交
通
安
全
に
注
意
し
、

明
る
い
色
の
服
を
着
た
り
、
蛍

光
反
射
材
な
ど
を
着
用
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
健
康
維
持
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
解
消

な
ど
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
も
、
朝
、
昼
、
夜
と
時
間
を
問
わ
ず
た
く
さ

ん
の
人
が
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て
の
効
果
や
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
畑
山
浩
志
・
理
学
療
法
士
が
紹
介
し
ま
す
。�

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運
動
の
代
表�

糖
や
脂
肪
を
燃
焼
し
肥
満
を
予
防
し
ま
す�

一
回
に
歩
く
時
間
は�

　
　
二
十
分
を
目
安
に�

よ
い
姿
勢
で
歩
く�

　
　
こ
と
が
大
切
で
す�

服
装
は
季
節
に�

　
　
　
合
っ
た
服
装
を�

　
靴
の
底
は
、
手
に
持
っ
て
足

の
指
の
付
け
根
の
部
分
で
曲
が

る
も
の
、
は
い
て
足
の
裏
の
そ

り
な
ど
に
密
着
感
の
あ
る
も
の

が
お
薦
め
で
す
。
全
体
の
大
き

さ
は
、
ぴ
っ
た
り
と
足
を
包
み

込
む
も
の
で
、
つ
ま
先
は
〇
・

五
㌢
〜
一
㌢
く
ら
い
余
裕
が
あ

り
、
指
が
動
く
も
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
靴
底
は
、
着

地
の
シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収
す
る
弾

力
性
の
あ
る
も
の
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
�

靴
選
び
も
重
要
な�

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
で
す�

ポイント�ポイント�◎頭は垂直に�
◎あごを引いて、�
　背筋を伸ばす�

◎歩幅は�
　なるべく広く�

◎つま先で地面�
　を蹴り、体を�

　　前進させる。�
�

◎ひざを伸ばして�
　かかとから着地�

◎腹部を引き締める�

3

畑山・理学療法士�
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特集�特集� 私たちも歩いています�私たちも歩いています�私たちも歩いています�

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
に
三
年
ほ
ど
前

か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
家
事
の

合
間
を
見
つ
け
て
、
朝
は
足
湯
に
行
っ
た
り
、

夕
方
は
散
歩
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
�

　
歩
く
の
は
気
分
も
い
い
し
、
体
調
も
よ
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
み
の

一
つ
で
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
�

　
二
十
歳
代
の
こ
ろ
は
、
不
摂
生
で
よ
く
体
調

を
く
ず
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
者
か
ら

の
進
め
で
運
動
を
始
め
、
約
三
十
年
に
な
り
ま

す
。
朝
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体
操
、
夜

は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
後
、

風
邪
を
引
か
な
く
な
り
、
気
持
ち
も
若
返
っ
た

気
が
し
ま
す
。
食
事
も
お
い
し
い
で
す
よ
。
�

　
毎
日
、
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
�

　
三
熊
山
登
山
会
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
発
足
、

百
人
を
超
え
る
会
員
が
い
ま
す
。
雨
や
ど
ん
な

寒
い
日
で
も
休
ま
ず
毎
日
、
登
山
さ
れ
る
人
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
よ
。
山
頂
に
く
る
と
同
じ
仲

間
に
も
会
え
る
し
、
記
帳
す
る
こ
と
が
励
み
に

も
な
り
、
続
く
こ
と
の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
の
人
も
ど
ん
ど
ん
登
っ
て
き
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
�

　
洲
本
城
天
守
閣
前
の
国
旗
掲
揚
台
に
、
祝
日

な
ど
に
日
の
丸
を
挙
げ
て
い
る
の
も
私
た
ち
な

ん
で
す
よ
。
�

体
も
気
持
ち
も
リ
ラ
ッ
ク
ス�

毎
日
続
け
る
の
が
健
康
づ
く
り
の
秘
訣�

皆
さ
ん
も
一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か�

■
瀬
戸
祥
弘
さ
ん�

■
中
野
昌
代
さ
ん�

■
西
岡
米
子
さ
ん�

■
中
野
し
げ
子
さ
ん�

■
後
藤
秀
夫
さ
ん
（
三
熊
山
登
山
会
会
長
）�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

肥満は生活習慣病のもと�
ウォーキングで減量を�

自分の肥満度�
�

適正体重を知ろう�

●ＢＭＩと標準体重の求め方●�

あなたのＢＭＩ…………体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）�

あなたの標準体重……身長（m）×身長（m）×２２�

●ＢＭＩが２５を超えた人　　　肥満�▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

あなたの肥満度�

減量に取り組む前に医師に相談を。健康状態をチェックして、きち
んと指導を受けながら減量を。�

●ＢＭＩが１８・５以上２５未満の人　　　標準体重�
栄養バランスのよい食生活と適度な運動で、適正体重のキープを。�

●ＢＭＩが１８・５未満の人　　　やせ過ぎ�
極度のやせは、貧血や月経異常、骨粗しょう症などにつながります。
栄養バランスを考えて食べ、運動もして適正体重を目指しましょう。�

　肥満とは、単に体重が重いということではなく、体の

中に脂肪が過剰に蓄積させた状態のことです。骨や血液、

筋肉など体全体の組織の中で、脂肪が占める割合（体脂

肪率）の高い状態を「肥満」といいます。�

体の中の脂肪が過剰に

なると、血液中の悪玉

コレステロールが増加

し、高血圧や高脂血症、

糖尿病など、さまざま

な生活習慣病を引き起

こしやすくなります。

また、これらの生活習

慣病が合併して、心筋

梗塞や脳卒中などを引

き起こす危険度も高く

なります。�

●肥満が招く合併症●�

肥　満�

耐糖能障害�

糖尿病�

高尿酸血症（痛風）�

低HDL�
コレステロール血症�

高脂血症�

高 血 圧 �

動脈硬化�

心筋梗塞�
脳梗塞�
など�

　健康の大敵・肥満を解消するためには、まず自分の肥満
度と適正体重を知ることが大事です。�
　肥満度は、身長と体重のバランスから求める「ＢＭＩ（ボ
ディ・マス・インデックス）」という体格指数で知ること
ができます。適正体重は、健康を維持するのに適した標準
体重のことで、一般的にはＢＭＩが２２の時に最も病気に
なりにくいため、標準体重はＢＭＩを２２として計算します。�

（
右
）�

（
中
央
）�
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独
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独
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洲
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市
独
自
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訴
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か
け�

�

　
七
月
三
十
日
（月）
か
ら
八
月
三

十
一
日
（金）
ま
で
の
十
一
日
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た
、
夏
の
生
活

習
慣
病
集
団
健
診
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
�

　
受
診
さ
れ
た
人
は
二
千
百
五

十
九
人
。
七
十
歳
代
の
人
が
八

百
三
十
七
人
と
最
も
多
く
、
全

体
の
三
八
･
八
㌫
に
当
た
り
ま

す
。
�

　
総
合
判
定
結
果
で
「
正
常
」

ま
た
は
「
ほ
ぼ
正
常
」
と
判
定

さ
れ
た
の
は
二
百
五
十
人
で
全

体
の
十
一
･
六
㌫
し
か
な
く
、

残
り
八
八
･
四
㌫
は
何
ら
か
の

注
意
が
必
要
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
�

　
ガ
ン
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は

自
覚
症
状
が
少
な
く
、
潜
伏
期

で
の
早
期
発
見
や
予
防
の
た
め

に
は
、
生
活
習
慣
病
健
診
を
継

続
的
に
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
�

　
年
一
回
の
健
診
を
習
慣
づ
け
、

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
�

問
　
「
津
名
郡
・
洲
本
市
合
併

研
究
会
」
を
退
会
す
る
理
由
は

な
ん
で
す
か
。
　
�

答
　
洲
本
市
は
、
五
色
町
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
津
名
郡
の
合

併
研
究
会
に
加
わ
り
ま
し
た
。

加
入
時
に
洲
本
市
の
方
針
で
あ

る
「
淡
路
一
市
論
」
は
主
張
し

な
い
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
の

で
、
市
と
し
て
は
広
域
の
問
題
、

た
と
え
ば
水
問
題
、
情
報
、
消

防
防
災
、
環
境
、
ま
た
介
護
や

福
祉
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
問
題

点
が
あ
る
の
か
、
ま
た
解
決
の

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
い
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
津
名
郡
で

は
津
名
郡
と
洲
本
市
で
合
併
を

進
め
る
議
論
中
心
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
回
洲
本

市
は
、
脱
会
を
決
意
し
ま
し
た
。
�

�問
　
三
原
郡
で
の
合
併
研
究
会

を
ど
う
思
い
ま
す
か
。
�

答
　
三
原
郡
の
合
併
に
つ
い
て

は
、
三
原
市
と
い
う
考
え
が
二

十
年
以
上
前
か
ら
あ
り
、
洲
本

市
が
考
え
る
地
方
自
治
の
自
立
、

行
財
政
改
革
、
大
き
な
ビ
ジ
ョ

ン
の
提
言
の
た
め
の
合
併
と
は
、

考
え
が
違
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

一
市
は
ベ
ス
ト
で
あ
る
が
、
時

間
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
に
合
併

す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
時
間
も
あ

り
議
論
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
�

�問
　
今
後
は
ど
の
よ
う
に
、
一

市
論
を
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。
�

答
　
こ
れ
ま
で
の
広
域
の
責
任

者
と
し
て
で
は
な
く
、
こ
れ
か

ら
は
洲
本
市
長
と
し
て
淡
路
の

可
能
性
と
し
て
一
市
が
ベ
ス
ト

と
の
考
え
か
ら
、
広
域
問
題
を

ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か

を
隣
接
の
自
治
体
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

�

夏
の
生
活
習
慣
病
集
団
健
診

夏
の
生
活
習
慣
病
集
団
健
診�

　
　
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す�

夏
の
生
活
習
慣
病
集
団
健
診�

　
　
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す�

5

生
活
習
慣
病
と
は
？
�

　
「
生
活
習
慣
病
」
は
、

「
食
事
や
運
動
習
慣
、

休
養
、
喫
煙
、
飲
酒
な

ど
の
生
活
習
慣
が
そ
の

発
症
・
進
行
に
関
係
す

る
疾
患
郡
」
と
規
定
さ
れ
、

成
人
型
糖
尿
病
、
肥
満
、

高
脂
血
症
、
循
環
器
疾
患
、

大
腸
ガ
ン
、
高
血
圧
症

な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
�

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

理
学
療
法
士
が
各
家
庭
を

訪
問
し
て
リ
ハ
ビ
リ
や
生

活
指
導
な
ど
を
行
う
「
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
事
業
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
�

◆
対
　
象
　
洲
本
市
内
在

　
住
で
、
心
身
に
障
害
の

　
あ
る
人
�

◆
費
　
用
　
無
料
�

◆
内
　
容
　
▽
身
体
機
能

　
の
評
価
▽
家
庭
で
の
リ

　
ハ
ビ
リ
指
導
、
訓
練
▽

　
生
活
指
導
▽
福
祉
用
具

　
な
ど
の
指
導
▽
住
宅
改

　
造
の
指
導
な
ど
�

◆
手
　
続
　
心
身
の
状
態

　
に
よ
り
主
治
医
の
意
見

　
書
が
必
要
な
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
電
話
で

　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
1
２
２
・
３
３

３
７
内
線
５
１
６
）
へ
。
�

�理
学
療
法
士
が
�

自
宅
を
訪
問
し
て
�

リ
ハ
ビ
リ
指
導
を
�

行

い

ま

す

�

�

＜健診結果の判定区分＞�
正 　 　 　 常 �

ほ ぼ 　 正 常 �

要 　 注 　 意 �

要 　 精 　 検 �

要 　 医 　 療 �

要 継 続 医 療 �

この検査の範囲では、異常が認められませんでした。�

軽い異常を認めますが、様子を見てよいでしょう。�

異常を認めますが、早期に精密検査を受けるほどではあ
りません。日常生活に注意し、ときどき医療機関で受診
してください。�

異常を認めましたので、早期に医療機関で精密検査（再
検査を含む）を受け、病気の有無、程度を確かめてくだ
さい。�

病気の疑いがありますので、早期に医療機関で受診して
ください。�

現在、治療中ですので、引き続き主治医の指示に従って
治療を続けてください。�

＜夏期集団健診集計表＞�
正　常� ほぼ正常� 要注意� 要精検� 医療継続�

年代別�

～39歳�
（51人）�

40～49歳�
（175人）�

50～59歳�
（447人）�

60～69歳�
（649人）�

70歳～�
（837人）�

23.5％�
（12人）�

22.3％�
（39人）�

4.5％（20人）�

2.5％（16人）�

3.7％（31人）�

1.7％（14人）�

4.6％（8人）� 1.7％（3人）�

2.0％（1人）�

12.3％�
（55人）�

7.2％�
（47人）�

22.2％�
（144人）�

18.5％�
（155人）�

48.0％�
（402人）�

28.1％�
（235人）�

48.4％�
（314人）�

19.7％�
（128人）�

23.4％�
（41人）�

48.0％�
（84人）�

26.4％�
（118人）�

46.7％�
（209人）�

10.1％�
（45人）�

15.7％�
（8人）�

25.5％�
（13人）�

33.3％�
（17人）�

こ
の
ほ
ど
洲
本
市
は
「
津
名
郡
・
洲
本
市
合
併
研
究

会
」
の
退
会
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
退
会
の
理
由
や

今
後
の
状
況
に
つ
い
て
中
川
市
長
に
聞
き
ま
し
た
。�

◆地震への備えを万全に� 洲本市では、住宅耐震診断員を派遣して、地震に対する住宅の強度を調べる「わが家の耐震診断推進事業」を行っています。�
　詳しくは、市役所都市整備部都市計画課（1２２・３３２１内線３６３、２３５）へ。�▼

�
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昭
和
四
十
年
、
市
内
に
旅
行

会
社
を
設
立
、
全
国
旅
行
業
協

会
県
支
部
長
を
勤
め
る
な
ど
、

旅
行
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
�

長
年
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
人
に
贈

ら
れ
る
叙
勲
や
褒
章
の
受
章
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
�

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど

「
洲
本
市
市
民
の
安
全
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
�

　
条
例
で
は
、
市
民
や
事
業
者
、

市
が
協
働
し
て
災
害
や
犯
罪
、

事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
次
の
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
。
�

◆
市
民
の
役
割
�

▽
助
け
合
い
の
精
神
が
息
づ
く
、

　
良
好
な
地
域
社
会
を
育
む
た

　
め
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う

　
努
め
る
。
�

▽
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
時
は
、

　
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、

　
お
互
い
に
協
力
す
る
。
�

◆
事
業
者
の
役
割
�

▽
地
域
社
会
の
安
全
に
配
慮
し

　
な
が
ら
事
業
を
行
う
。
�

▽
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

　
積
極
的
に
市
民
の
安
全
に
貢

　
献
す
る
よ
う
努
め
る
。
�

◆
市
の
役
割
�

▽
市
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す

　
る
た
め
、
生
活
環
境
の
整
備

　
に
努
め
る
。
�

▽
地
域
の
安
全
活
動
を
推
進
す

　
る
た
め
、
市
民
や
事
業
者
に

　
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
。
�

　
納
税
交
付
申
請
書
な
ど
市
役

所
の
申
請
書
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
�

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い

て
、
「
市
民
便
利
帳
の
申
請
書

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
画
面
が
で
ま

す
。
�

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申
請

書
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
に
係
る

分
担
金
及
び
使
用
料
の
減
免
申

請
書
、
市
・
県
民
税
課
税
証
明

及
び
納
税
証
明
交
付
申
請
書
、

介
護
保
険
要
介
護
認
定
・
要
支

援
認
定
申
請
書
、
農
業
公
園
使

用
申
込
書
、
図
書
館
利
用
者
登

録
及
び
再
交
付
申
込
書
な
ど
。

プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
た
様
式

は
、
そ
の
ま
ま
市
役
所
の
窓
口

で
実
際
に
利
用
で
き
ま
す
（
現

在
の
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
直
接
、
申
請
手

続
き
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
�

富　田　泰　行　さん�
（栄町・73歳）�

勲
五
等
瑞
宝
章
�

犯
罪
や
災
害
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

犯
罪
や
災
害
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め
に�

犯
罪
や
災
害
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め
に�

市
役
所
へ
の
申
請
書
類
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

市
役
所
へ
の
申
請
書
類
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら�

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す�

市
役
所
へ
の
申
請
書
類
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら�

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す�

　
昭
和
二
十
二
年
、
警
察
官
拝

命
以
来
、
過
ち
を
犯
し
た
少
年

た
ち
の
更
正
な
ど
に
全
力
を
あ

げ
ま
し
た
。
�

�

北　條　　進　さん�
（千草・76歳）�

勲
六
等
瑞
宝
章
�

　
家
業
の
た
ば
こ
販
売
に
携
わ

り
、
日
本
専
売
公
社
（
現
日
本

た
ば
こ
産
業
）
の
発
足
や
民
営

化
な
ど
た
ば
こ
業
界
の
変
遷
と

と
も
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
�

�太　田　勝　敏　さん�
（本町・78歳）�

黄

綬

褒

章

�

広
告�本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　５店�

　　　明石市　　１店�

　　　西宮市　　１店�

今日も楽しいおつきあい�

会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

  w
w
w
.a
w
a
ji-is

.o
r.�

jp
/s
u
m
o
to
-c
ity
/

　
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
で
全
国
放

送
の
「
は
ぐ
れ
刑
事
純
情
派
新

春
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の
ロ
ケ
が
十

月
二
日
、
洲
本
市
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
�

　
安
浦
刑
事
役
の
藤
田
ま
こ
と

さ
ん
や
梅
宮
辰
夫
さ
ん
、
ぼ
ん

ち
お
さ
む
さ
ん
ら
豪
華
俳
優
が

ロ
ケ
に
参
加
、
市
民
エ
キ
ス
ト

ラ
の
皆
さ
ん
が
出
演
者
の
脇
を

固
め
ま
し
た
。
�

　
放
送
は
来
年
一
月
二
日
か
三

日
、
午
後
九
時
か
ら
の
予
定
で

す
。
�
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た
い
せ
つ
だ
よ�

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
、
今
回
は
小
・
中
学
生
が
人
権
に
対
し
て
�

学
ん
だ
こ
と
や
、
感
じ
た
こ
と
を
綴
っ
た
「
洲
本
市
人
権
作
文
・
標
語
集
」
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
�

（
写
真
は
、
十
月
七
日
に
行
わ
れ
た
　
す
も
と
レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
�

　
こ
の
前
「
さ
っ
ち
ゃ
ん
の
ま

ほ
う
の
手
」
と
い
う
本
を
読
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。
右
手
の
五

本
の
ゆ
び
が
な
い
さ
っ
ち
ゃ
ん

に
、
友
だ
ち
が
ひ
ど
い
こ
と
を

言
っ
た
と
き
に
「
わ
る
い
こ
と

を
言
う
な
あ
。
さ
っ
ち
ゃ
ん
が

ん
ば
れ
。
」
と
わ
た
し
は
、
心

の
中
で
言
い
ま
し
た
。
ゆ
び
が

な
い
と
何
も
で
き
な
い
と
考
え

る
の
は
、
お
か
し
い
と
思
い
ま

す
。
�

　
わ
た
し
は
こ
の
本
を
読
ん
で

も
ら
い
な
が
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。
�

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

年
が
い
っ
て
い
る
の
で
耳
が
遠

く
、
わ
た
し
は
、
し
ゃ
べ
っ
た

こ
と
を
も
う
一
回
く
り
か
え
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
足
も
わ
る

く
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
歩
き

ま
す
。
そ
れ
で
も
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
草
ぬ
き
を
し
て
く
れ
る

の
で
す
。
目
に
は
め
が
ね
を
か

け
て
。
�

　
家
を
た
て
る
と
き
の
は
し
ら

の
く
み
方
、
魚
の
つ
り
方
、
あ

そ
び
の
こ
と
、
い
っ
ぱ
い
教
え

て
く
れ
ま
す
。
�

　
う
ん
ど
う
会
の
日
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
き
て
く
れ
ま
し
た
。

お
ひ
る
ご
は
ん
の
と
き
、
か
げ

に
入
ら
し
て
く
れ
た
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
や
さ
し
い
で
す
。
�

　
わ
た
し
は
、
み
ん
な
が
み
ん

な
の
こ
と
を
だ
い
じ
に
思
う
や

さ
し
い
き
も
ち
が
た
い
せ
つ
だ

と
思
い
ま
す
。
�

55

洲
本
第
三
小
学
校
�

　
　
　
　
　
谷
　
ち
か
�

い
じ
め
は�

心
の
深
い
傷�

　
今
の
社
会
で
、
最
も
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
が
「
い
じ
め
」

だ
と
思
う
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

い
じ
め
る
方
は
強
い
、
い
じ
め

ら
れ
る
方
は
弱
い
と
感
じ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
本
当
は
、
逆
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
�

　
そ
の
理
由
は
、
い
じ
め
る
方

は
、
日
ご
ろ
の
い
か
り
を
し
ず

め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
人
に
八

つ
当
た
り
す
る
分
弱
く
、
逆
に

い
じ
め
ら
れ
る
方
は
い
じ
め
ら

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
じ
め

る
方
よ
り
い
か
り
を
た
め
て
い

る
の
に
、
そ
の
い
か
り
を
お
さ

え
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
か
ら

強
い
と
思
う
。
こ
れ
が
一
つ
目

の
理
由
だ
。
�

　
二
つ
目
は
、
例
え
ば
、
い
じ

め
る
方
は
自
分
が
い
じ
め
る
人

を
決
め
、
そ
の
人
を
「
み
ん
な
」

で
無
視
し
よ
う
と
す
る
。
み
ん

な
と
い
っ
し
ょ
で
な
い
と
不
安

だ
か
ら
だ
。
し
か
し
、
い
じ
め

ら
れ
る
方
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
一
人
で
あ
る
。
一
人
で
さ
び

し
く
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、

た
ぶ
ん
さ
び
し
い
と
思
う
。
で

も
、
一
人
で
い
る
こ
と
に
あ
る

程
度
慣
れ
て
し
ま
い
、
自
分
一

人
で
も
行
動
出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
と
思

う
。
つ
ま
り
、
い
じ
め
る
方
は
、

実
は
み
ん
な
と
い
な
い
と
何
も

出
来
な
い
が
、
い
じ
め
ら
れ
る

方
は
、
一
人
で
も
自
分
の
こ
と

は
、
自
分
で
出
来
る
強
さ
を
も

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
�

　
私
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
二

つ
あ
る
。
�

　
一
つ
目
は
、
い
じ
め
る
理
由

に
つ
い
て
。
�

　
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

時
代
遅
れ
で
ダ
サ
イ
と
か
、
何

で
も
出
来
る
か
ら
気
が
合
わ
な

い
と
か
、
理
由
は
な
い
け
ど
、

顔
を
見
て
い
た
ら
ム
カ
つ
く
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
多
い
と
思

う
。
し
か
し
、
私
は
こ
う
考
え

る
。
ダ
サ
イ
、
気
が
合
わ
な
い
、

顔
を
見
る
だ
け
で
ム
カ
つ
く
、

そ
ん
な
簡
単
な
理
由
だ
け
で
い

じ
め
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
は

っ
き
り
言
っ
て
こ
の
考
え
方
は
、

間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。
�

　
二
つ
目
は
、
い
じ
め
る
人
と

い
っ
し
ょ
に
い
じ
め
て
し
ま
う

人
に
つ
い
て
思
っ
た
こ
と
。
�

　
い
っ
し
ょ
に
い
じ
め
て
し
ま

う
人
は
、
「
自
分
は
、
い
じ
め

ら
れ
た
く
な
い
。
だ
か
ら
、
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
い
じ
め
る
方
が
ま
し
や

な
。
」
と
思
っ
て
い
る
の
だ
と

思
う
。
そ
う
や
っ
て
い
っ
し
ょ

に
い
じ
め
て
し
ま
う
子
が
ど
ん

ど
ん
増
え
、
最
後
に
は
い
じ
め

る
人
が
、
増
え
て
し
ま
っ
て
い

る
の
だ
。
そ
れ
が
続
く
と
い
じ

め
ら
れ
る
人
は
、
い
じ
め
る
人

に
の
ま
れ
学
校
を
休
む
。
そ
し

て
、
と
き
に
は
、
学
校
に
全
く

来
な
く
な
っ
た
り
、
最
悪
の
場

合
は
、
お
そ
ろ
し
い
自
殺
の
道

し
か
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う

場
合
も
あ
る
。
い
じ
め
る
人
は
、

こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
も
、
ま

だ
い
じ
め
を
く
り
返
す
つ
も
り

で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
�

　
テ
レ
ビ
や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

い
る
と
、
自
殺
の
道
を
選
ん
で

死
ん
で
し
ま
っ
た
人
も
た
く
さ

ん
い
る
。
最
後
に
、
「
い
じ
め

な
か
っ
た
ら
よ
か
っ
た
な
あ
」

と
後
か
い
す
る
立
場
に
な
る
の

は
、
い
じ
め
る
方
だ
。
�

　
昔
は
、
い
じ
め
な
ど
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
み
ん
な
が
、

今
ま
で
の
自
分
の
生
活
を
見
つ

め
直
し
、
生
活
し
て
ほ
し
い
。

問
題
の
な
い
社
会
、
平
和
な
社

会
、
つ
ま
り
い
じ
め
の
な
い
、

安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
の
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
努
力
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
み

ん
な
の
思
い
を
一
つ
に
す
れ
ば
、

き
っ
と
出
来
る
は
ず
で
あ
る
。
�

加
茂
小
学
校
　
�

　
　
　
藤
田
　
真
理
子
�

た
の
し
い
な
　
み
ん
な
な
か
よ
く
　
あ
そ
ぼ
う
ね
�

安
乎
小
学
校
　
　
松
江
　
真
弥
�

ち
ょ
っ
と
だ
け
　
ゆ
う
き
を
だ
し
て
　
「
や
め
る
ん
だ
」
�

洲
本
第
一
小
学
校
　
　
学
田
　
匠
馬
�

な
か
よ
し
は
　
け
ん
か
も
す
る
け
ど
　
ご
め
ん
ね
と
　
�

　
　
さ
き
に
言
え
た
ら
　
な
か
な
お
り
�

洲
本
第
三
小
学
校
　
　
ま
え
田
　
き
ほ
�

い
じ
め
れ
ば
　
必
ず
返
る
　
い
じ
め
の
痛
み
�

安
乎
中
学
校
　
石
住
　
瑠
理
�
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ニ ュ ー ス ポ ー ツ に 挑 戦 � 芸術の秋、洲本市美術展開催�

　洲本市民会館で、第５４回洲本市美術展が１０

月３１日から１１月４日まで開催されました。

日本画、洋画、書、彫塑、工芸、写真など１９７

点が展示され、美術愛好家たちでにぎわいました。�

　「淡路グルメ収穫祭」が１０月６、７、８日の３日間、新洲本

ジャスコ前の広場で開催されました。淡路各市町から特産品が持

ちよられた即売コーナーや、日替わりの大鍋試食コーナーのほか

洲本吹奏楽団の演奏会や大道芸人のパフォーマンスイベントなど

が行われました。�

秋の味覚をおたのしみください。� 給食にアイスクリーム「南風」が登場�

　市立中川原保育所の起工式が１０月

２２日、中川洲本市長をはじめ、中川

原保育所長や保護者代表出席のもと行

われました。完成は来年２月末日の予

定で、春からは新しい建物に園児たち

は通うことになります。�

　犬のしつけ方教室が、１０月４日、

２１日に、市民球場駐車場と市営駐車

場屋上公園で開かれました。愛犬をつ

れた飼い主は、犬の気持ちを考えてし

つけを行う方法を、熱心に学びました。�

　１０月１７日、ケニア共和国の研修

員ゲコンゲさんが道路維持管理の視察

に洲本市を訪れました。ゲコンゲさんは、

市役所で洲本市の道路の概要の説明を

受けた後、山手で現地の視察をしました。�

春からは、新しい園舎で� ペットのしつけは、飼い主の自覚から�

写真�ニュース�

洲本の道路を参考に！�

　すもとレク・

スポーツフェス

ティバル２００

１が、１０月７

日洲本市スポー

ツセンターで行

われました。市

民２３０人が参

加し、ぺタンク

やグランドゴルフ、

体力測定などで

さわやかな汗を

流しました。�

　洲本市酪農農業協同組合が製造販売し

ているアイスクリーム「南風」が、９月

から市内の小・中学校の給食で配膳され

るようになりました。生徒たちは、食後

に配られたアイスクリームをおいしそうに、食べていました。�

（写真は１０月３日に中川原中学校で配膳された様子）�

ま　ぜ�
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　洲本第三小学校５年生の竹口
うららさんが、水道週間にちな
んで募集された「第４３回水道
週間協賛懸賞」の小学生高学年
ポスター部門で最も優秀な作品
に贈られる特選に選ばれました。�

ジュニアオリンピックで�
伊奈君が優勝、田所君が６位入賞�

竹口さんの水道週間ポスターが特選に�

丸岡喜代治巡査部長が市民の警察官賞を受賞� いつまでも仲良くね～大野小と脇町小が交流～�

　姉妹都市提携を行ってる脇町の脇町小学校の３年生が、１０月

５日大野小学校を訪れました。これまでもビデオレターや学級新

聞の交換などを行っており、春には大野小学校の生徒が脇町を訪

問しました。今回は生徒たちが考えたゲームやドッチボールなど

で、交流を深めました。�

　由良研究施設エトワール生石では、

１０月１２日から「秋の星空体験」が

行われました。新鮮な地元の魚介類を

使った夕食を食べた後、天体望遠鏡で

星空を観測。その後希望者は、アロエ

風呂に入浴も出来、くつろいだ秋の夜

を楽しみました。�

　秋の全国火災予防運動の一環として、

市内各所で消防団分団の訓練が行われ

ました。また、内町地区では、市民と

合同で消火訓練が行われ、万一にそな

え参加者は真剣に取り組んでいました。�

　第３９回秋の連合老人会親善ゲート

ボール大会が１０月２３日、城戸アグ

リ公園で行われました。前日の雨のた

め足場の悪いコートとなりましたが、

選手の皆さんは熱心に腕を競い合い、

交流を深めました。�

由良の星空観測会�日ごろの訓練も怠りません�秋のゲートボール親善試合�

「洲本市民の警察

官賞」を丸岡喜代

治巡査部長（５５

歳）が受賞し、１０

月９日、山手の総

合福祉会館で授賞

式が行われました。

その後「暴力団追放洲本市民大会」が開催され、「暴力団を恐

れない、暴力団を利用しない、暴力団に金を出さない」という「暴

力団追放３ない運動」と暴力団事務所の撤去活動を推し進める

大会宣言が採択されました。�

　横浜国際総合競技場

で行われた第３２回ジ

ュニアオリンピック陸

上競技大会で、由良中

学校１年生の伊奈龍哉

くん（写真左）が、Ｄ

クラス男子砲丸投で記

録１７㍍４８㌢（大会

新）で第１位、中川原

中学校３年生の田所裕

亮くん（写真右）が、

Ｂクラス男子円盤投で記録４６㍍３３㌢で第６位に入賞し、

１１月１日市長に報告に訪れました。�



１０�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

　
今
日
は
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
（
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
メ
カ
ニ
カ
ル
・

テ
ィ
ー
ス
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
Ｐ

Ｍ
Ｔ
Ｃ
な
ん
て
聞
き
な
れ
な
い

言
葉
で
、
ち
ょ
っ
と
舌
を
か
み

そ
う
に
な
り
ま
す
ね
。
簡
単
に

い
う
と
皆
様
が
月
に
一
度
と
か

二
か
月
に
一
度
と
か
、
美
容
院

や
理
髪
店
に
行
っ
て
髪
を
手
入

れ
し
て
も
ら
う
の
と
同
じ
よ
う

に
、
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
口

の
中
を
専
門
的
に
清
掃
し
て
も

ら
う
事
を
い
い
ま
す
。�

　
汚
れ
た
服
は
毎
日
家
で
洗
濯

し
ま
す
。
で
も
ひ
ど
い
汚
れ
や

シ
ミ
が
つ
い
て
し
ま
っ
て
取
れ

な
い
時
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
さ

ん
に
出
し
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
と

同
じ
様
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
下

さ
い
。�

　
食
後
歯
み
が
き
を
し
ま
す
。

自
分
で
は
き
れ
い
に
磨
け
て
い

る
と
思
っ
て
い
て
も
、
や
は
り

ど
う
し
て
も
磨
き
残
し
が
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
磨
き
残
し
の
所

に
は
細
菌
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
強
固
に
歯
面
に
く
っ
つ
き
、

ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
取
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
�

『
細
菌
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
』
と
い

っ
て
抗
菌
剤
な
ど
の
化
学
的
処

置
で
は
確
実
に
取
り
除
く
事
が

難
し
い
の
で
す
。
機
械
的
に
こ

す
り
取
る
以
外
に
有
効
な
方
法

は
な
い
の
で
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
は

こ
の
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
は
が

し
取
る
手
段
と
し
て
最
も
能
率

的
で
、
効
果
的
な
方
法
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
法
と

は
実
際
に
、
①
歯
垢
（
歯
の
汚

れ
）
の
染
め
出
し
　
歯
に
赤
く

色
を
付
け
て
汚
れ
て
い
る
部
位

を
目
で
確
認
す
る
。
②
研
磨
剤

を
歯
に
つ
け
る
（
歯
の
表
面
を
�

傷
付
け
な
い
も
の
）。
③
歯
と
�

歯
の
間
の
細
い
す
き
ま
や
歯
面

の
清
掃
・
研
磨
を
す
る
。
④
歯

と
歯
ぐ
き
の
境
目
の
溝
の
内
の

洗
浄
を
す
る
。
⑤
フ
ッ
化
物
の

塗
布
。
以
上
で
す
。�

　
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
の
虫
歯
・
歯
周
病

予
防
、
あ
る
い
は
進
行
の
抑
制

効
果
は
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
細
菌
か
ら
口
の
中
を
守

る
最
強
の
手
段
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。�

　
痛
い
時
、
困
っ
た
時
だ
け
治

療
に
行
く
の
で
は
な
く
、
治
療

後
の
快
適
な
状
態
を
維
持
す
る

た
め
に
、
三
〜
四
か
月
に
一
度

の
専
門
家
に
よ
る
お
口
の
中
の

清
掃
（
Ｐ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
）
を
受
け
る

事
を
、
お
す
す
め
し
ま
す
。�

納歯科医院�

　納　千富 歯科医師�

　
淡
路
県
民
局
で
は
、
県
民
局

の
職
員
な
ど
が
皆
さ
ん
の
希
望

の
場
所
に
出
向
い
て
、
県
政
な

ど
を
説
明
す
る
出
前
講
座
「
淡

路
さ
わ
や
か
県
民
局
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
�

◆
対
　
象
　
淡
路
地
域
の
十
五

　
人
以
上
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ
�

◆
と
　
き
　
原
則
と
し
て
月
曜

　
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　
く
）
の
午
前
十
時
か
ら
午
後

　
五
時
ま
で
の
間
、
一
時
間
半

　
程
度
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
県
民
局
企

画
管
理
部
調
整
課
（
1
２
６
・

２
０
１
２
）
へ
。
�

◆
と
　
き
　
平
成
十
四
年
一
月

　
三
十
日
（水）
、
三
十
一
日
（木）
、

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
�

◆
と
こ
ろ
　
淡
路
消
防
ビ
ル
　

　
五
階
大
会
議
室
�

◆
申
込
期
間
　
十
二
月
十
日
（月）

　
〜
十
四
日
（金）
�

◆
費
　
用
　
五
千
円
�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
広
域
消
防

事
務
組
合
予
防
課
予
防
係
（
1

２
４
・
２
４
１
６
）
へ
。
�

◆
種
　
目
　
自
衛
隊
生
徒
�

◆
身
　
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員
�

◆
応
募
資
格
　
中
学
卒
業
（
見
�

　
込
含
）
で
十
七
歳
未
満
の
男

　
子
�

◆
受
付
期
間
　
平
成
十
四
年
　

　
一
月
四
日
（金）
ま
で
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
部

総
務
課
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
２
２
５
）
か
自
衛
隊
淡
路

募
集
事
務
所
（
1
２
４
・
２
４

４
９
）
へ
。
�

淡
路
さ
わ
や
か
県
民
局�

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す�

◆
職
　
種
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
 

　
員
�

◆
人
　
数
　
▽
正
規
職
員
一
人

　
　
▽
パ
ー
ト
職
員
若
干
名
�

◆
資
　
格
　
▽
満
五
十
歳
ま
で

　
（
平
成
十
四
年
四
月
一
日
現

　
在
）
▽
社
会
福
祉
主
事
、
介

　
護
福
祉
士
、
ヘ
ル
パ
ー
二
級

　
以
上
の
何
れ
か
の
資
格
の
あ

　
る
人
▽
高
等
学
校
卒
業
以
上

　
▽
普
通
運
転
免
許
を
持
ち
市

　
内
に
居
住
可
能
な
人
�

◆
申
込
期
間
　
十
二
月
十
一
日

　
（火）
〜
二
十
日
（木）
�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
1
２
６
・
０
０
２

２
）
へ
。
�

洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員�

自

衛

官

募

集

�

甲
種
防
火
管
理
者
資
格�

取
得
講
習
会
受
講
生�

募

集

�

こ
う
�

=



お
知
ら
せ�

１１�

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
が
保
険
料
を
納
め
る
場
合
、

現
在
は
市
役
所
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
納
付
書
に
よ
り
市
役
所
へ

保
険
料
を
納
め
て
頂
い
て
い
ま

す
が
、
平
成
十
四
年
四
月
分
以

降
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
国�

（
社
会
保
険
事
務
所
）
が
取
り

扱
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
、
前
納
や
追
納
を

含
む
納
付
書
の
発
行
や
口
座
振

替
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
社
会

保
険
事
務
所
が
窓
口
と
な
り
ま

す
。�

▼
詳
し
く
は
、
明
石
社
会
保
険

事
務
所
（
1
０
７
８
・
９
１
２

・
４
９
１
６
）
へ
。�

　
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅

登
録
制
度
は
、
四
月
に
制
定
さ

れ
た
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定

確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居

で
き
る
賃
貸
住
宅
の
情
報
を
提

供
で
き
る
新
し
い
制
度
と
し
て
、

十
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

　
賃
貸
住
宅
の
貸
主
は
、
高
齢

者
が
入
居
で
き
る
賃
貸
住
宅
に

つ
い
て
、
知
事
に
登
録
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
登
録
さ
れ
た
情
報
は
、
県
で

の
閲
覧
の
ほ
か
、
高
齢
者
居
住

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.koujuuzai.or.jp/

）

に
も
掲
載
さ
れ
、
入
居
希
望
者

に
幅
広
く
情
報
提
供
さ
れ
ま
す
。�

　
ま
た
、
登
録
さ
れ
た
賃
貸
住

宅
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
居
住

支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
家
賃
債

務
保
証
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
入
居
者
の
年
齢

な
ど
一
定
の
要
件
が
必
要
）
。�

▼
詳
し
く
は
、
県
土
整
備
部
民

間
住
宅
推
進
室
（
1
０
７
８
・

３
４
１
・
７
７
１
１
内
線
４
７

２
１
・
４
７
２
２
）
へ
。�

国
民
年
金
の
保
険
料
は

社
会
保
険
事
務
所
へ
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。�

◆
十
二
月
十
九
日
（水）�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半�

　
洲
本
市
健
康
福
祉
館�

◆
十
二
月
二
十
一
日
（金）�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半�

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
（
旧

　
洲
本
保
健
所
）�

明るく素直に育ってね。母：佳子さん�

（平成６年１０月６日生まれ）�

わが家の　ホ ー プ�

平
成
十
四
年
四
月
か
ら�

国

民

年

金

が

�

変

わ

り

ま

す

�
ご
存
知
で
す
か
？
�

高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
の
�

登

録

制

度

�

その契約大丈夫ですか？�

　市では、「花」「食」の祭典に続く四季のイベントと
して、海の幸をテーマにした「水産まつり」を開催しま
す。地元で獲れる魚を使った商品の販売のほか、果樹協
会によるみかんの販売などを行います。�
◆と　き　１２月１５日（土）、午前９時～�
◆ところ　多目的広場（御食国横）�
◆出店者（カッコ内は販売物）�
　由良漁業協同組合連合会（アナゴ焼き、タコの天ぷら、
　タコ飯など）�
　淡路果樹協会（協会推奨の温州みかんなど）�
　御食国（ジャンボにんにくを使った焼き肉のタレなど）�
　日の出農業協同組合（野菜の青空市）�
　洲本市酪農農業協同組合（牛乳、アイスクリームなど）�
　詳しくは、市役所産業振興部農政課（1２２・３３２
１内線２４４）へ。�
�

水産まつり開催�

①本当に必要ですか？必要でない時は、はっきり断りましょう。�
②高額な契約やうまい話には要注意。�
③その場で契約しないで家族や知人に相談しましょう。�
④契約書の内容をよく確かめて、商品やサービスの内容・
　支払い総額を十分に検討しましょう。�
⑤口約束はせず必ず契約書に書いてもらいましょう。�

広
告�淡路ごちそう館� （みけつくに）�

少人数から大人数まで、ご予算に合わせてご用意。�
少数の注文でも「心をこめて」お作りします。�

私達の住む淡路島の特産品�
を全国へ宅配します。�
いろいろ選んで詰め合わせる�
「うまいもん」ギフトが好評！�

御食国5周年フェア（実施中！）�

好評！仕出し弁当承っています。�

お歳暮に淡路特産品を！�

御食国�

洲本市塩屋1丁目1-8�
TEL.26-1133

献

血

日

程

�

▼
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

（平成１２年４月９日生まれ）（宇原）�

�

被害に遭わないための５か条�
�

昨年の水産まつり�



１２�

情報広場�Information  Plaza

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に�

ご
協
力
を
！�

戦
傷
者
な
ど
の
妻
に�

特
別
給
付
金
が�

支
給
さ
れ
ま
す�

小
型
船
舶
の
登
録
制
度
が�

始

ま

り

ま

す

�

�

預
金
の
保
護
の
範
囲
が�

変

わ

り

ま

す

�

「
す
も
と
高
齢
者�

 

交
通
安
全
カ
ー
ド
」�

 

を
お
持
ち
で
す
か�

　
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
は
、

す
べ
て
の
市
民
が
、
等
し
く
豊

か
な
人
間
ら
し
い
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
の
実
現
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

性
別
役
割
分
担
意
識
を
な
く
し
、

男
女
が
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
平
等
、
公
平
に
参
加
・
参
画

す
る
こ
と
が
で
き
、
互
い
を
尊

重
し
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
が
発
揮

で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。
�

　
洲
本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合

的
な
施
策
の
推
進
指
針
と
な
る

「
洲
本
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
を
平
成
十
五
年
度
中
に
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
た
び
、
プ
ラ
ン
策
定
に

向
け
て
洲
本
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
策
定
懇
話
会
を
設
置
し
、
�

第
一
回
目
の
会
議
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
、

十
一
月
に
は
市
民
意
識
調
査
を

ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
り
行
な

い
ま
す
。
�

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
無
作

為
で
選
ん
だ
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

回
答
し
て
も
ら
う
形
で
行
い
ま

す
の
で
、
選
ば
れ
た
人
は
是
非

と
も
ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
�

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
回
答
（
意

識
）
を
反
映
し
た
「
洲
本
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
男
女
共
同
参
画
�

社
会
係
（
1
２
２
・
３
３
２
１

内
線
４
１
５
）
へ
。
�

　
洲
本
市
で
は
、
お
年
寄
り
の

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
、
洲
本
交
通
安
全
協
会
と
洲

本
警
察
署
で
は
、
「
交
通
事
故

防
止
」
を
願
い
「
す
も
と
高
齢

者
交
通
安
全
カ
ー
ド
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
に
は
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
緊
急
連
絡

先
な
ど
を
記
載
で
き
、
「
い
ざ

と
い
う
時
」
に
も
活
用
で
き
ま

す
。
お
出
か
け
の
時
は
、
常
に

こ
の
「
交
通
安
全
カ
ー
ド
」
を

携
帯
し
て
「
交
通
事
故
」
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

い
人
は
、
市
役
所
市
民
生
活
部

市
民
課
市
民
相
談
係
、
洲
本
交

通
安
全
協
会
、
洲
本
警
察
署
な
�

ど
の
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
市
民
相
談
係
（
1

２
２
・
３
３
２
１
内
線
３
４
６
）

へ
。
�

 
本
年
六
月
二
十
七
日
、
「
小

型
船
舶
の
登
録
等
に
関
す
る
法

律
」
が
成
立
し
、
七
月
四
日
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は

総
ト
ン
数
二
十
㌧
未
満
の
船
舶

（
漁
船
な
ど
を
除
く
船
舶
）
を

登
録
し
、
そ
の
所
有
権
を
公
証

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
法
律
は

一
年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
（

来
年
四
月
一
日
予
定
）
が
、
施

行
後
最
初
の
船
舶
検
査
の
時
期

ま
で
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

�ま
た
は
日
本
小
型
船
舶
検
査
機

構
神
戸
支
部
（
1
０
７
８
・
９

２
５
・
１
３
０
０
）
へ
。
�

　
万
一
金
融
機
関
が
破
綻
し
た

場
合
で
も
、
預
金
者
一
人
当
た

り
、
定
期
預
金
な
ど
の
元
本
一

千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
は
、

四
月
以
降
も
保
護
さ
れ
ま
す
。

合
算
し
て
元
本
一
千
万
円
ま
で
�

◆
対
　
象
　
①
平
成
五
年
四
月

　
二
日
以
降
に
戦
傷
病
者
な
ど

　
と
婚
姻
さ
れ
た
妻
や
、
同
日

　
以
降
じ
後
重
症
に
よ
り
第
五

　
款
症
以
上
の
戦
傷
病
者
な
ど

　
に
な
ら
れ
た
人
の
妻
で
あ
っ

　
て
、
本
年
四
月
一
日
に
戦
傷

　
病
者
な
ど
で
あ
る
夫
が
第
五

　
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
な
ど

　
を
受
け
て
い
た
人
。
②
平
成

　
八
年
五
月
に
最
終
償
還
を
迎

　
え
た
戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に

　
対
す
る
特
別
給
付
金
の
受
給

　
権
を
取
得
し
た
妻
で
、
戦
傷

　
病
者
な
ど
で
あ
る
夫
が
平
成

　
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
八

　
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に

　
公
務
傷
病
以
外
の
原
因
に
よ

　
り
死
亡
（
平
常
死
）
し
た
人
。
�

◆
金
　
額
　
①
額
面
十
五
万
　

　
円
（
軽
症
者
半
額
）
、
五
年

　
償
還
の
国
債
②
額
面
五
万
円
、

　
五
年
償
還
の
国
債
�

◆
期
　
間
　
平
成
十
六
年
九
月

　
三
十
日
ま
で
�

▼
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、

県
社
会
援
護
課
（
1
０
７
８
・

３
４
１
・
７
７
１
１
）
ま
た
は

市
役
所
健
康
福
祉
部
介
護
福
祉

課
総
務
係
（
1
２
２
・
９
３
３

３
）
へ
。
�

h
ttp
://w

w
w
.jc
i.g
o
.jp

育てよう一人一人の人権意識　１２月４日（火）～１０日（月）は「人権週間」です�

�洲本市人権を考える集い�
◆と　き　１２月１５日（土）　受付　午後１時、開会　午後１時２０分　◆ところ　淡路勤労センター�
◆内　容　　第１部　小・中学生による意見発表　�
　　　　　　第２部　講演、講師　落語家桂あやめ氏、演題「男の世界で女が仕事をするとき」�
　詳しくは、市教育委員会人権教育推進室（1２２・３３２１内線３７８・３７９）へ。�

人権作文・書道コンテスト　作品展示�

▼
�

▽
�

▽
�

◆と　き　１２月３日（月）～１６日（日）　◆ところ　ジャスコ新洲本店２階�
桂あやめ氏�



と
そ
の
利
息
は
、
あ
く
ま
で
最

低
保
障
で
す
の
で
、
受
け
取
れ

る
の
は
一
千
万
円
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
座
預
金

・
普
通
預
金
な
ど
は
、
平
成
十

五
年
三
月
ま
で
全
額
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
�

▼
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
金
融

機
関
の
窓
口
へ
。
�

１３�

９７�

オナガササキリの雄�

鶏
さ
さ
身
の
マ
リ
ネ�

◆材料（２人分）�

鶏のささ身　　　２本�

セロリの茎　　１０�

ラディッシュ　　　１個�

フレンチドレッシング�

（市販品）　大さじ２�

塩・こしょう　　少々�

片栗粉　　　　　適宜�

揚げ油　　　　　適宜�

セン�
チ�

グラ�
ム�

カロ�
リー�

◆ 

作
り
方�

①
鶏
さ
さ
身
は
斜
め
に
薄
く
そ

　
ぎ
切
り
に
し
、
片
栗
粉
を
ま

　
ぶ
し
揚
げ
る
。�

②
か
ら
り
と
揚
が
っ
た
ら
、
揚

　
げ
た
て
を
フ
レ
ン
チ
ド
レ
ッ

　
シ
ン
グ
に
漬
け
る
。�

③
セ
ロ
リ
は
斜
め
薄
切
り
に
、

　
（
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
横
に
薄

　
切
り
に
）
す
る
。�

④
さ
さ
身
が
さ
め
た
ら
、
セ
ロ

　
リ
、
（
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
）
を

　
入
れ
て
和
え
、
塩
、
こ
し
ょ

　
う
で
味
を
と
と
の
え
る
。�

栄養士　小 丸 恭 子 �
�

　
オ
ナ
ガ
サ
サ
キ
リ
は
体
長
が

二
十
五
㍉
前
後
、
体
は
淡
緑
色

か
淡
褐
色
で
す
。
尾
の
よ
う
に

見
え
る
産
卵
管
が
、
写
真
の
よ

う
に
非
常
に
長
く
、
少
し
曲
が

っ
て
い
ま
す
。�

　
日
当
た
り
が
よ
く
て
、
イ
ネ

科
の
植
物
が
多
い
草
原
に
生
息

し
て
い
る
の
で
す
が
、
秋
に
は

水
田
の
中
へ
も
入
っ
て
来
ま
す
。

成
虫
は
八
月
ご
ろ
か
ら
現
わ
れ

て
、
十
一
月
ご
ろ
ま
で
見
ら
れ

ま
す
。
雄
は
昼
間
、
シ
ャ
ー
、

シ
ャ
ー
と
鳴
き
ま
す
が
、
夜
に

な
る
と
、
ジ
リ
ー
、
ジ
リ
ー
と

鳴
く
の
で
す
。�

　
オ
ナ
ガ
サ
サ
キ
リ
は
、
本
州
、

四
国
、
九
州
に
分
布
し
て
い
る

普
通
種
で
、
淡
路
島
で
も
各
地

で
見
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
サ
サ

キ
リ
は
キ
リ
ギ
リ
ス
科
の
昆
虫

で
、
淡
路
島
に
は
ウ
ス
イ
ロ
サ

サ
キ
リ
や
、
ホ
シ
サ
サ
キ
リ
な

ど
が
生
息
し
て
い
ま
す
。�

２３５�

オ
ナ
ガ
サ
サ
キ
リ�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（淡路昆虫研究会会長）�

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：30～7：00（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

●少年は基本中心の　　　“体育空手”�
●青年は応用練習における“競技空手”�
●熟年は「型」中心の　　“健康空手”�

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

歳
末
愛
の
た
す
け
あ
い
運
動
に�

　
ご
協
力
を�

兵
庫
県
フ
グ
中
毒
防
止
期
間�

�

家
庭
で
の
フ
グ
調
理
は�

や
め
ま
し
ょ
う�

十
一
月
一
日
〜
二
月
末
日�

無
料
納
税
相
談�

　
淡
路
島
で
は
、
以
前
か
ら
フ

グ
中
毒
が
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

フ
グ
を
食
べ
て
い
る
人
の
多
く

は
、
「
こ
れ
ま
で
何
と
も
な
か

っ
た
か
ら
」
「
調
理
で
無
毒
に

す
る
自
信
が
あ
る
」
と
い
う
思

い
込
み
が
あ
り
、
命
に
か
か
わ
�

る
フ
グ
中
毒
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
�

　
フ
グ
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
家
庭
で
の
フ

グ
調
理
は
さ
け
る
と
と
も
に
、

営
業
者
に
キ
モ
を
求
め
て
中
毒

し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
�

◆
と
　
き
　
十
二
月
三
日
（月）
午

　
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
三

　
〇
一
会
議
室
（
三
階
）
�

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
洲
本
支
局
（
1
２
２
・
０
４

９
７
）
へ
。
�

　
税
金
に
関
す
る
こ
と
や
パ
ソ

コ
ン
会
計
に
つ
い
て
の
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

で
帳
面
付
け
を
し
た
い
お
考
え

の
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
　
毎
月
二
十
日
（
但

　
し
土
、
日
、
祝
日
の
場
合
は

　
翌
日
。
正
午
〜
午
後
一
時
を

　
除
き
ま
す
。
）
�

◆
と
こ
ろ
　
（社）
淡
路
納
税
協
会

　
（
洲
本
税
務
署
敷
地
内
）
�

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
（
1
２

２
・
１
３
２
２
）
へ
。
�

　
恵
ま
れ
な
い
人
た
ち
に
、
明

る
い
お
正
月
を
迎
え
て
い
た
だ

こ
う
と
「
歳
末
愛
の
た
す
け
あ

い
運
動
」
を
十
一
月
中
旬
か
ら

行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。
�

　
こ
の
運
動
は
市
と
社
会
福
祉

協
議
会
が
、
市
連
合
婦
人
会
や

民
生
児
童
委
員
協
議
会
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
�

　
昨
年
度
は
、
約
二
百
七
十
万

円
も
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
や

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所

者
、
福
祉
施
設
な
ど
に
配
分
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

特
設
人
権
相
談�

�

　　　１人分�
エネルギー　８５�
塩分　　　　０．５�

相
　
談�

６５歳以上の人はインフルエンザの予防接種を�
　高齢者へのインフルエンザ予防接種が公費で接種出来るよ
うになりました。�
◆対象者　洲本市民で満６５歳（ワクチン接種時）以上の人�
◆期　間　平成１４年１月３１日まで�
◆医療機関　洲本市に登録されている医療機関�
　事前に医療機関に確認をし、必ず健康手帳と住所・生年月
　日がわかる保険証などを持参してください。�
◆接種費用　無料�
　詳しくは、洲本市保健センター（1２２・３３３７）へ。�▼

�

１２月１日は世界エイズデーです。「洲本健康福祉事務所（旧洲本保健所）」（1２２・３３４５）ではエイズについての相談を随時行っています。�

（　　　　　　　　　　　　　）�



１４�

　１１月２１日から２３日まで、厳島神社で「弁天祭」が開催されます。�

　市民の皆さんも、若者たちの暴走行為、興味本位の見物、暴走

行為の助長など、他人に多大な迷惑をかけないよう、また事故の

当事者とならないよう、より厳しい目を注いでください。�

暴走行為は許さない！～警察の取締まりが一層強化～� 年末の交通事故防止運動�１２月１日（土）～３１日（月）�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会・淡路県民局�

◆光の街・洲本推進協議会では、洲本市全域が光あふれる街づくりを目指して、次の募集を行います。�
　光の写真展　光をテーマに洲本市内で撮影した写真（締切　１２月１５日）　　光のアート展　光をモチーフとしたオブジェ（締切　１１月２３日）�
　光の家コンテスト　光のデコレーションをされている建物や庭（締切　１２月１４日）　詳しくは、洲本商工会議所青年部（1２２・２５７１）へ。�

　市内の各保育所では、来年４月から入所を希望する園児
の「入所申込書」の受け付けを行います。保育所への入所
は、母親など保護者が働いていたり、出産、病人の看護な
どで常時、家庭で保育できない子供が対象です。�
◆手続き　申込書に必要事項を書いて、事業主の就労証明
　書、民生児童委員の証明書、源泉徴収票、確定申告の写
　しなどを添付して、入所希望の保育所へ提出してくださ
　い。申込書は、各保育所か市福祉課にあります。�

保育園児募集�
受付　１１月２７日（火）～１２月１日（土）�

保育所名� 所在地・電話番号�定員�

1２２・０８６３�

６０�中川原保育

９０�市立洲本保育所�

1２８・０１２０�

８０�安乎保育所� 1２８・０１７３�

６０�由良南保育 1２７・０５３０�

１２０�由良保育所� 1２７・００７９�

1２２・０８９７�１１５�私立洲本保育園�

1２２・６６００�９０�千草保育所�

1２４・４７５０�

栄町三丁目３―１０�

中川原町中川原９７０�

安乎町北谷１１７７―１�

由良町由良２３５３�

由良二丁目５―２４�

本町七丁目４―２５�

千草己２５�

大野７４０―１�６０�大野保育所�

　詳しくは、市役所健康福祉部福祉課（1２２・３３３２
内線５１０）へ。�

◆高齢者の交通事故防止�
◆シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底�
◆夕暮れ時、夜間における交通事故防止�

　年末を迎え、帰省、旅行などにより人の移動が多く交通量の増�
加が予想されます。�

　市や洲本警察署、洲本交通安全協会では、交通事故の防
止や安全運動に関心を持っていただくため、「交通安全川
柳」の募集をしました。この度、３３首（１２人）の応募
の中から、選考審査の結果、優秀作品が決まりました。�

交通事故のない明るい社会のために�

◆市長賞�
�
�
◆洲本警察署長賞�
�
�
◆洲本交通安全協会会長賞�
�
�
◆洲本市交通安全対策委員会長賞�
�
�
◆選考会賞�
�
�
◆ファミリー賞�
�
�
◆ユーモア賞�
�

　とばしすぎ　天国までもまっしぐら　　　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　柴野ちせさん（上物部）�

　酒気おびは　ガードレールが寄って来る　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　田中美智子さん（栄町）�

　ケータイに見入る瞬間　事故せまる　　　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　仲野幹さん（安乎）�

　シートベルト言われる前にして見せる　　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　　　松山巌さん（由良）�

　うれしいネ　チャイルドシートでお買物　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　田中美智子さん（栄町）�

　めし代は　スピード違反できえました　　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　柴野ちせさん（上物部）�

忘れない　初めて乗った　あの気持ち　　　　　　　�
　　　　　　　　　　　　布袋八重子さん（由良）�

歳末大掃除のごみは、�
　　きまりをまもって出しましょう�

①エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機の家電４品目�
（家電４品目は小売店へ引き渡してください。）�
②事業系ごみ（商店、事業所、工場などのごみ）�
③危険物（爆発・火災発生や作業に危険なもの）�
　ガスボンベ、ガソリン、灯油、シンナー、塗料、廃油、
　消火器充電式電池、バッテリー、農薬、化学薬品、
　劇薬、医療廃棄物など�
④処理困難物（収集処理の困難な物）�
　オートバイ、タイヤ、スプリング使用のマットレス、
　農機具、ドラム缶、建築廃材、焼却灰など�

　スプレー缶などは、完全に使い切りガス抜きをして出して
ください。�
�
　カセットコンロは、電池を抜くなど発火装置を壊してから
出してください。�
詳しくは、市役所市民生活部環境整備課（1２２・３３２１
内線３４３）へ。�

▼
�

▽
�

▽
�

次のごみは、収集できません�

事故防止にご協力を！�

※危険物や処理困難物を廃棄するときは、販売店や�
　専門業者にご相談ください。�

今月の拠点回収　１１月２２日（木）�

詳しい日程はチラシをご覧ください�

▽
�

　石油ストーブは、灯油を完全に使い切ってから出してください。�

◆年　齢�
　５歳児�
　４歳児�
　３歳児�
◆手続き　入園を希望する幼稚園で、入園願書を受け取り、
　必要事項を書いて、その幼稚園に提出してください。な
　お、希望者が多い場合は抽選とします。�
◆入園料　６，０００円�
◆保育料　６，０００円（月額）�
（入園料・保育料はいずれも１３年度現在です）�

（注）５歳児の募集人数については、現在の園児を除いた数です。�
　３歳児について　洲本幼稚園で２０人募集します。�
　　　　　　　　　洲本市内在住の人は応募できます。�
　詳しくは、各幼稚園か市教育委員会学校教育課（1２２・
３３２１内線３７５）へ。�

市立幼稚園児募集�
受付　１１月１６日（金）～１１月２２日（木）�

幼稚園名� 所在地・電話番号�定員�

６５�洲本� １４� ３０�

６５�第一� ２４� ３０�

６５�第三� ９� ３０�

６５�加茂� ５� ３０�

１３０�大野� ３７� ６０�

募集人員�

５歳児�４歳児�

▽
�

▽
�

▽
�

1

1

1

1

1

２２・１２１２�
２４・１０３７�

２２・２１８３�

２２・９２４４�

２２・３５４０�

平成８年４月２日から９年４月１日までの出生児�
平成９年４月２日から１０年４月１日までの出生�
平成１０年４月２日から１１年４月１日までの出生児�

　来年４月から市立幼稚園に入園を希望する幼児を募集します。�

山手２丁目１－７�

宇山１丁目１－３７�

物部１丁目１－４９�

下内膳４７７－１�

大野３１８�

なお、第一幼稚園と洲本幼稚園で実施していました３・４�
歳児混合保育による調査研究事業は平成１３年度で終了と�
なります。�
　平成１４年度については、洲本幼稚園において３歳児単�
独保育を実施します。�



１５�

《図書館利用者アンケートに�
ご協力ありがとうございます》�
 ７月、８月にアンケートを行ったとこ
ろ、５６０人の方からご回答をいただ
きました。皆様の貴重なご意見を出来
る限り今後の図書館運営に反映できる
よう職員一同努力してまいります。�
　一部ご紹介しますと、「必要な資料
・情報を得られましたか」という質問
に対し、「はい」が４６８人、「いい
え」が４６人でした。「いいえ」と答
えられた方はお気軽に職員にお尋ね下
さい。お待ちしております。また、集
計結果は図書館の玄関に掲示してあり
ますので、ご覧ください。�

�《行事のお知らせ》�
「おはなし会」�

　１１月1７日・１８日は図書館市民ま
つりが行われます。この両日に開催し
ます「おはなし会」はいつもと時間が
異なりますのでお気をつけてご来館く
ださい。詳しいプログラムにについて
は図書館までお問合わせお願いします。�

「おりがみ教室」�
１１月１７日　午後２時～�
１１月２４日　午後３時～�

※詳しくは1２２－０７１２まで。
（休館日は月曜・祝日・毎月末です）�

�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

フリー�
ダイヤル�

な　や　みぜろ�

（1２２・０７１２）�

１１月１５日（木）�

１１月３０日（金）�

１２月６日（木）�

１２月１３日（木）�

１２月２０日（木）�

１２月２１日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１３年１月生�

�

�

Ｈ１２年４月生�

�

�

�

Ｈ１２年５月生�

Ｈ１３年７月生�

�

�

�

Ｈ１３年８月生�

�

�

�

�

Ｈ１０年９月生�

�

洲本健康福祉事務所で�

ママメイト（対象：妊婦）�
　いのちって何だ　毎月第１～４月�
　曜日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気　１１月２７日（火）、�
　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　１２月１８�
　日（火）、受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き　平成１４年１月８�
　日（火）、受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん　１２月４日�
　（火）、受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ　１２月５日（水）、�
　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室　１２月５日（水）、午後�
　１時～３時�
７か月児相談　１１月２１日（水）、受�
　付午前９時４５分～１０時、対象�
　者（Ｈ１３．４月生まれ）には案�
　内、問診票などを送付します。�
２歳児健康相談　１１月２２日（木）、�
　受付・午後１時～１時１５分、対�
　象者（Ｈ１１、１１月生まれ）に�
　は案内、問診票などを送付します。�
乳幼児相談　１２月７日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２・�
　４月曜日）�
�
�
成人健康相談　１２月３日（月）、�
　午後１時３０分～３時�
�
�
成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�
　人病相談など・予約が必要）�
心の相談　毎月第２火曜日、奇数月�
　第３火曜日、予約制・午後１時３０�
　分～（精神病、痴呆、アルコール�
　その他心の相談など。）�

　１１月、１２月の乳幼児健康診査を�
次のとおり行います。対象者には問�
診票などを送付しますので、母子手�
帳を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。１２�
　月５日（水）、１２月１９日（水）、（受付�
　・市役所市民相談係で電話による�
　予約受付けをしています。1２２�
　・３３２１内線３４５・３ ４６）�
　総合福祉会館で。�
行政相談　１２月１２日（水）、午後�
　１時１５分～（受付・午後１時�
　３０分まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　第３金曜日、午前１０�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�
　約が必要）�
�栄養専門相談  毎月１・３月曜日午�
　後１時～５時（予約が必要）�
胃がん検診  １２月５日（水）、午前９時�
　～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�
　～（料金１５，５８０円、申込・洲�
　本保健所へ）洲本市民で国民健康�
　保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加入�
　者で４０歳以上の人に５，０００円の�
　助成があります。（ただし１年度�
　１回限り）　　�

　時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜・祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています（1２６・００２２）。�
家庭児童相談　０～１８歳までの子�
　供の相談。毎週月・火・木、午前�
　８時３０分～午後５時１５分、洲�
　本市健康福祉館（1２２・３３３�
　２）で。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（1�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　０１２０・３６・７８３０�
　で。介護相談なども行っています。）　　�

　
そ
ろ
そ
ろ
肌
寒
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
冬
は
、

こ
た
つ
で
読
書
と
、
本
だ

け
た
く
さ
ん
買
い
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、

読
ん
で
い
な
い
本
が
増
え

つ
つ
あ
る
の
が
、
悩
み
で
す
。

就
職
し
て
か
ら
は
、
あ
わ

た
だ
し
く
て
も
年
の
瀬
は
、

Ｇ
Ｗ
と
年
に
二
回
の
長
期
（
？
）

休
暇
で
す
。
日
ご
ろ
は
集

中
し
て
読
め
な
い
長
編
小

説
を
読
も
う
と
い
う
の
が
、

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
レ
ゾ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
（
新
年
の
誓
い
）

な
ら
ぬ
「
年
末
の
誓
い
」

で
す
◆
早
い
も
の
で
年
賀

状
の
販
売
さ
れ
る
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
毎
年
、
今

年
こ
そ
は
余
裕
を
持
っ
て

と
思
い
な
が
ら
、
な
か
な

か
押
し
迫
ら
な
い
と
書
け

な
い
の
は
、
広
報
の
原
稿

と
同
じ
で
す
。
年
賀
状
だ

け
の
付
き
合
い
と
い
う
の
も
、

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
だ
け
で
一
年
間
（
場
合

に
よ
っ
て
は
、
数
年
間
）

逢
う
こ
と
の
で
き
な
い
友

人
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、

心
を
こ
め
て
書
き
た
い
も

の
で
す
◆
風
邪
を
引
き
や

す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
お
体
に

気
を
付
け
て
。�

（
Y
）�



〜
社
協
の
事
業
紹
介
・
そ
の
一
〜�

市
民
の
皆
様
に
社
協
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
頂
け
る
よ
う�

今
回
か
ら
は
、社
協
が
行
っ
て
い
る
事
業
内
容
に
つ
い
て�

紹
介
し
ま
す
。�

今
回
は
、社
協
活
動
の
大
き
な
目
的
で
あ
る
地
域
福
祉
を
推
進�

す
る
た
め
の
事
業
の
う
ち
、主
な
も
の
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。�

�

地
域
福
祉
と
は
？�

　
「
地
域
福
祉
」
と
い
う
言
葉

は
、
幅
広
い
概
念
を
も
つ
言
葉

で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
社
協
が

地
域
に
密
着
し
た
事
業
と
し
て

取
組
ん
で
い
る
「
小
地
域
福
祉
」

と
「
在
宅
福
祉
」
に
限
定
し
た

事
業
内
容
で
紹
介
し
ま
す
。�

　
小
地
域
福
祉
の
推
進
と
は
、

地
域
で
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き

に
、
そ
の
地
域
全
体
の
問
題
と

し
て
捉
え
、
地
域
住
民
が
お
互

い
に
協
力
で
き
る
よ
う
、
地
域

で
の
つ
な
が
り
と
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。�

◆
福
祉
の
店�

　
　
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」�

◆
給
食
サ
ー
ビ
ス�

◆
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン�

小
地
域
福
祉�

　
　
推
進
の
事
業�

在
宅
福
祉
支
援
の
事
業�

　
社
協
の
支
援
に
よ
り
、
平
成

十
一
年
、
本
町
五
丁
目
商
店
街

に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
運
営
は
、

デ
イ
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
・
各

駅
停
車
・
コ
ス
モ
ス
作
業
所
の

三
作
業
所
が
共
同
で
行
っ
て
お

り
、
店
内
で
は
、
手
作
り
の
手

芸
品
や
野
菜
、
お
菓
子
な
ど
の

ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
も
扱
っ

て
い
ま
す�

　
商
店
街
を
含
む
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、

障
害
者
の
方
の
社
会
参
加
に
も

役
立
っ
て
い
ま
す
。�

◆
心
配
ご
と
相
談�

　
地
域
で
「
心
配
ご
と
」
や
�

「
困
っ
た
こ
と
」
が
起
こ
っ
た

と
き
に
、
問
題
解
決
に
向
け
て

の
適
切
な
助
言
や
指
導
を
行
う

事
業
で
す
。
�

　
相
談
は
、
民
生
委
員
さ
ん
の

ご
協
力
を
得
て
、
毎
月
二
・
十
二

・
二
十
二
・
二
十
七
日
の
午
後

一
時
か
ら
四
時
に
開
設
し
て
い

ま
す
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
。
�

◆
介
護
相
談�

　
ね
た
き
り
や
痴
呆
の
人
の
介

護
の
悩
み
、
介
護
保
険
な
ど
の

福
祉
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
る
事
業
で
す
。�

　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
九
時
〜

午
後
五
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
高
齢
の
た
め
、外
出
す
る
機
会

が
少
な
い
人
や
一
人
暮
ら
し
で
家
に

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
な
ど
が
、

身
近
に
あ
る
公
民
館
な
ど
で
、気

軽
に
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、つ
な

が
り
が
も
て
る
お
手
伝
い
を
す
る

事
業
で
、地
域
の
人
の
ご
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、市
内
十
六
か
所
で
、専

門
職
の
人
を
招
い
て
の
介
護
の
仕

方
や
介
護
保
険
の
勉
強
、健
康
チ

ェッ
ク
、み
ん
な
で
出
来
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
座
談
会
な
ど
を
、�

地
域
の
人
の
要
望
を
参
考
に
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す.

。�

◆
福
祉
機
器
貸
出�

　
在
宅
で
の
介
護
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
て
、
電
動
ベ
ッ
ド
、

手
動
ベ
ッ
ド
、
エ
ア
ー
ポ
ン
プ

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。�

　
三
か
月
毎
の
更
新
手
続
き
と
、

福
祉
機
器
の
搬
入
搬
出
を
行
っ

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
料
金
は
無
料
で
す
。�

◆
洲
本
市
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス�

　
洲
本
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
い

る
事
業
で
、
在
宅
の
高
齢
者
が
、

ね
た
き
り
な
ど
の
要
介
護
状
態

に
陥
っ
た
り
、
状
態
が
悪
化
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
予
防
す

る
た
め
、
医
療
機
関
や
福
祉
施

設
な
ど
へ
の
送
迎
を
行
う
事
業

で
す
。�

　
送
迎
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
介
護
福
祉
課
に
申
請
し

て
下
さ
い
。�

◆
家
庭
介
護
講
座�

　
在
宅
で
の
介
護
を
支
え
る
た

め
に
、
専
門
職
の
方
を
招
い
て
、

家
庭
で
役
立
つ
介
護
方
法
や
情

報
な
ど
を
勉
強
す
る
講
座
で
す
。�

　
社
協
が
奇
数
月
に
発
行
し
て

い
る
広
報
紙
「
社
協
だ
よ
り
」

な
ど
で
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。�

◆
や
す
ら
ぎ
教
室�

　
在
宅
痴
呆
性
高
齢
者
の
人
を

対
象
に
、
毎
月
第
一
・
第
三
金

曜
日
に
洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

で
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
参
加
者
に
は
、
各
々
の
症
状

や
状
態
に
合
わ
せ
、
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
昼
食
を
は

さ
ん
で
、
お
し
ゃ
べ
り
や
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
楽
し

く
過
し
て
い
た
だ
く
一
方
、
家

族
の
人
に
は
、
介
護
の
負
担
軽

減
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
介
護

に
関
す
る
助
言
を
行
っ
た
り
、

共
通
の
悩
み
を
話
し
合
え
る
よ

う
な
情
報
交
換
の
場
を
設
け
て

い
ま
す
。�

◆
老
人
実
態
調
査�

　
ね
た
き
り
老
人
・
独
居
老
人

・
老
人
夫
婦
世
帯
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
そ
の
地
域

で
は
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
不
足

し
て
い
る
の
か
？
ど
ん
な
問
題

が
あ
る
の
か
？
な
ど
を
、
毎
年

四
月
に
民
生
委
員
さ
ん
の
ご
協

力
を
頂
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。�

　
調
査
結
果
は
、
前
述
の
よ
う

な
地
域
で
の
事
業
展
開
や
世
代

間
交
流
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

際
の
貴
重
な
参
考
資
料
と
な
り

ま
す
。�

　
地
域
の
六
十
五
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
人
を

対
象
に
、
民
生
委
員
さ
ん
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
市
内
十
六
か
所
で
開

催
さ
れ
て
お
り
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽

し
く
食
事
し
て
い
ま
す
。�

　
普
段
集
ま
る
機
会
の
少
な
い

ご
近
所
さ
ん
が
集
ま
る
こ
と
で
、

地
域
の
見
守
り
活
動
の
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。�
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洲
本
市
社
会
福
祉
協
議
会�

�

TEL ２６-００２２�
FAX ２６-００２１�

１６�

洲
本
市
山
手
二
―

二
―

二
六�

手作りの品物を扱っています。ぜひお立ちよりください�

給食サービスでの楽しい一時�

家庭介護講座、テーマは「寝巻きの着脱」�

サロンでのレクリエーション�
「紅白に分かれての風船バレーボール」�

※社会福祉協議会ではホームページを開設しています。http://www1.sumoto.gr.jp./shakyo/


